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タンパク合成能，糖新能等を有し，ホルモン応答能も III VIVO の状態と同様に保持していることを明ら
かにし，終末分化状態も維持していることを見出した。さらに，これはD ガラクトサミンによって障
害を与えた肝細胞に対する治癒効果を有しており，これを用いた代謝装置によって解毒能及びタンパク
合成能を発揮することができ，人工肝臓として用い得ることが証明された。よって本研究による論文は
博士論文に価すると認められる。
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